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＜連絡事項＞

· 本日、精神医学会の反省会あり。（18：00～かん東）

· 平成21年度の職員旅行に関する意向調査の案内あり。10/31までに各自希望を入力する事。

· インフルエンザ予防接種の日程連絡あり。メンバーへも連絡を行い、各自希望日の入力を行う事。

· 10/30　中居が研修参加の為勤務変更あり。中居（遅B）⇔山田（沙）（日勤）

· プロセスレコードの研修が10/31実施予定。参加可能なスタッフは参加する事。

＜外来情報＞

· 下妻　康貴　様～12月から自立支援医療の上限額が￥2500から￥5000へと変更となるにあたって

生活が苦しくなると訴える。

· 川口　八寿子様～喜怒哀楽が激しいと訴え聞かれる。10/9婦人科受診した件や、うみねこ幸房の

体験利用を行っている事、スイミングのことなど最近の様子について報告され

る。採血結果血中濃度が低く、リチウム（200）1錠増薬している。次回リチウム濃度の採血実施予定。記録の内容や、「自分に対する対応が変わることはあるのか」等、自分に対する対応について確認してくる事がある。

· 種本　サハ　様～体調は良いとの事。グループホームで気になる事はないと話されるが、担当医

から確認すると対人関係について話されている。

· 澤　　昌利　様～今週からデイケア利用を火曜日のみの利用としたいと希望聞かれ、担当医から

許可あり。世帯分離の方法もあることを説明しているが、「単身生活は考えていない」と話される。

· 村上　元道　様～10/22～24までうみねこ幸房を体験利用すると話され、同時にナイトケアも体験

する予定と話される。担当医からは疲れない程度に行うよう説明あり。

· 田中　宏明　様～仕事が決まったと報告。パソコン関係で、社長が障害を理解してくれる方である

と報告。通所は週2日の利用を続けて行く予定との事。担当医から、仕事が軌道に乗ってから通所の利用や変更については考え、それまでちゃんと通所を継続するように説明。

· 清水　泰雅　様～採血の結果異常なし。来週お母様も同行受診するように説明している。

· 庭野　弘樹　様～うみねこ幸房が忙しくてきついと話されており、継続できそうか確認するが、　　　

「うーん」と答えを濁している。担当医からは週5日でも利用可能と考えていると伝えている。

· 番沢　政勝　様～「予防の為」と話し、防寒して来所されている。朝起きれなくなったと話して

おり、デイケアを休みたいと思うが理由がないとの事。担当医からは休まず通所するよう言われている。腹部が目立っており、体重65kg。次回採血実施予定。

· 北村　奈美　様～お母様のみ受診。髪を切りすぎて病院に行きたくないと話しているとの事。内服

を元に戻してからは、体調変わりないとの事。

· 江刺家　陽輝様～幻視はないとの事。昨日サイクリングに行ってきたと報告。1日に5～6時間

ゲームを行っており、部屋に引きこもる事が増えたとご家族より情報あり。本人はお兄様と居る事に緊張すると訴える。本人から同じ事を繰り返し質問する件については、1日3回までとしているが、違う事を確認してくるようになったとの事で、担当医よりノートの利用をアドバイスしている。体重57.4kg。

＜通所利用者様情報＞

· 村上　元道　様～うみねこ幸房体験日について青明舎から情報あり。本人は同日ナイトケアの見

学・体験も希望しているが、慣れない環境による疲労も考えられる為、ナイトケアの見学は後日設定していく。

（うみねこ幸房体験日10/22・23・24・29・30・31　計6日間）

· 大久保　恒夫様～プログラム開始前に「頭に来た」と話され、参加拒否見られる。詳細について

確認するが話そうとせず、頭痛訴え表情の硬さ見られる。1時間程で感情は落ち着いたと報告されるが、表情の硬さは残っている。

⇒他者との交流状況の観察を行い、原因について確認を行っていく。

· 種本　サハ　様～グループホームでの対人関係で悩んでいると訴えあり。グループホーム内で、

金銭的なことからトラブルとなっている事を相談される。「誰に相談していいのか分からなかった」と話される為、関係スタッフへ相談してよい事を説明している。

· 淡路　智恵子様～「入院したい」と相談あり、グループホーム内での生活に疲れを感じていると

話される。また、同居者間でトラブルがあった事から、自分が間に入って話を

しなくてはならない環境がストレスとなっていると訴える。最近は日中に起きて

いられない程眠気が強く、自分の病状に対しても不安に思っているとの事。

⇒入院しなくては休息が取れない程であるのかを振り返り、デイケアの利用時間

などを活用して、体を休める時間を作るように説明している。

本人の様子について関係機関及びグループホーム世話人へ情報提供していく。










